松塾資料④経脈
脈は eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(たまき),環)の端なきが如く流る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2012.12.1（2013.3.9改訂）
          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於・神田、都師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　松田　博公
〔網の目の経絡システム〕
【１】「経絡（経脈）は、からだをめぐる気血の回路であり、正経十二脈がある」といわれるが、それ以外に気血は流れていないのか。古代人は人体の経脈、絡脈は、宇宙の気の回路と同じく、無数にあると考えたはずである？？
　経脈、絡脈は、身体の情報回路の宇宙論的な複雑系を、鍼灸技術が扱えるように簡略化した模式である。「経絡」は、交錯する網の目状のネットワークであり、十二経や十四経に還元できるものではないことを、古代中国人は知っていた。しかるに、治療論から言えば十二経、十四経、奇経八脈などで、足りると考えたのである？？　（例証：『霊枢』経別）
【２】「経脈」「経絡」の意味には、歴史的推移と混乱がある。『内経』では「経絡」とは、経脈＋絡脈の総称をいう。時代が下るとそれが抽象化して「経絡」概念が語られる。そして、経脈と経絡の区別がなくなる。
【３】教科書版の現代中医学では、経脈と絡脈を区別し、経絡という概念はない。経脈、絡脈、経別、経筋、皮部などの総体を指して「経絡システム」と呼ぶ。

• 経脈＝十二経脈＋奇経八脈

• 絡脈＝十五別絡、孫絡、浮絡

• 十二経別、経筋、皮部

• 奇経八脈（任脈、督脈、衝脈、帯脈、陰維脈、陽維脈、陰蹻脈、陽蹻脈）
【４】「経絡現象」と言われているものも、ほとんど「経脈現象」を指している。
〔臨床家の経絡観〕

　「経絡が一本線で、途中で上がったり下がったり、行ったり来たりする滑寿の経絡学説は、疑問である。実際は一本線ではなく、ある一点（基点から）から放射状に２本、３本散っていくように思える。胆経の頭の流れ、腎経の足の内側のくねくねした流れはいかにも不自然で、胃経の足三里から解谿に結ぶ線は、豊隆が外側にスライドするのではなく、足三里を基点に２本放射状に流れているのだと思う」（小林健二）

「身体を栄養する経絡と、治療に際して働く経絡は異なっている。治療に際しては、必要なところに響く」（横田観風）

「経絡敏感人にお願いして実験をした。経絡図式通りに感覚を感じることもあるが、その場合でも、手足末端で他経に接続し、方向が変わって循環するということはない。螺旋状に感覚が出ることもある」（石原克己）
「経絡は常に存在するものではなく、病態に応じて一人ひとり異なる場所に発現または消失する」（有川貞清『始原東洋医学』高城書房）
• 帯広・吉川正子さんの目の治療、陰陽交差鍼法
〔経脈はどう認識されているか〕
【１】科学的研究開始後、半世紀を超えても、解剖学的実体は解明されていない。
【２】経脈は、何らかの実体に還元できるものというより、血管、リンパ管、神経などの実体の知識と、鍼、灸の施術時に起こる気感、「循経感伝」現象、さらに疾病のもたらす放散痛などから発想された複合的事実と考えるべきだろう。現代では、脳における感覚受容野の局在性理論を踏まえ、隣り合う感覚受容野の情報交通と経絡現象とを結びつける考え方が提唱されている。
血管説　
浦山久嗣、家本誠一、厳健民など。「血＋脈のつくり」という古代文字があったこと、「脈」「脉」は血管を表すことからも、古代経脈説の実体的基礎の一つは血管であったとする。白川静『字統』（平凡社）を引用する。
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「歴史的発生過程を想定した場合、「脈」は、もともと、血管であったと考えられなければならない。その時代の治療法は、砭石、刺絡だった。『陰陽十一脈灸経』『足臂十一脈灸経』に記述されている「脈」の走行、特に手太陰肺経など四肢での走行は、血管のルートに酷似している」（浦山久嗣）

「『素問』『霊枢』で「経絡」と書かれているのは、「経脈と絡脈」を縮めて述べたものである。経脈が気血の縦のルートで、絡脈は経脈を横に連絡する傍流である。経脈とは血管である」（厳健民『中国医学起源新論』北京科学技術出版社、1999年）• 
経絡敏感人（循経感伝現象）説 
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丸山昌朗・長浜善夫『経絡の研究』（1950）。本書は、承淡安の翻訳で中国に伝えられ、７０年代文革期の中国における大衆動員による経絡敏感人探しの火付け役となった。
治療ルート説 
横田観風『経絡流注講義』（医道の日本社） 
「身体を栄養する経絡と、治療に際して働く経絡は異なっている。治療に際しては、必要なところに響く」

気功・内観説 
李時珍（1518--1593）『奇經八脈考』
放散痛説
心疾患に顕著。傳田光洋『皮膚は考える』（岩波科学ライブラリー）
キム・ボンハン学説
1961 年から北朝鮮のキム・ボンハンは経絡、経穴の実体が見つかったとし、それをボンハン管体系(経絡)・表層ボンハン小体(経穴)と名付ける論文を発表した。日本でも医師、鍼灸師の間に追試ブームが起こったが、追試できたと報告したのは、大阪市立大の藤原知のみだった。(『医学のあゆみ』60巻11号、1967年。藤原知著「経絡の発見」創元社)。2000年代に入りソウル国立大学の蘇光燮など、本説を一部支持する実験発表が相次ぎ、2004年8月にソウルで開かれた第18回生命情報科学シンポジウムでは関連報告が10報にのぼった( Journal of ISLIS 22巻2号2004年)。
脳生理学の立場からの学説
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以上のような事実は、ある条件下で同時に複数の感覚神経が興奮し、経絡の走行にみられるような神経分節を越えた広い領域の感覚の出現があり得ることを示唆する。
【３】中国古代人は、こう考えた。宇宙の万物は気から生まれ、生成変化し、宇宙と構造、機能を同じくしている。天には日月、星辰の運行の道があり、地に水の運行の水路がある。同じく気（「気の精微なるもの」としての精）によって生み出された人間にも、気血運行の道があり、気穴を通して天地の気が出入している。 

【４】殷代以降、自然観察が深まり、天文学が発達する。春秋戦国以降は陰陽論、五[image: image1.png]HWM (B):[xFIEk
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行論が確立し、数術観念が強固になる。天六地五の陰陽論・数術観念によって、天地の気を受ける臓腑は五藏六府であり、それに対応して人体の経脈は１１本と考えられた（その前には、五行による五蔵五府＝１０経脈説があった？）。 

【５】やがて、宇宙は巡り、自然の四季も巡る、人生も巡り、人体の気血も巡るという円道の循環思想（環の端なきが如きなり）が起こり、漢代には、経脈論も一方向・１１本から循環する１２本へと飛躍し、五藏六府説は六臓六腑説になる。そのとき、医学固有の三陰三陽論が完成する。 
〔経脈は何本か：出土史料と文献〕
【４本】？　『素問』経脈別論、『霊枢』衛気行 に、太陽蔵・陽明蔵・少陽蔵・太陰蔵という記載がある。
「以上、あまり人の言わない四経絡説を述べたが、鍼灸を志すものにとってごく初歩の人体の把握としてこれはかなり有効である。すなわち、頭痛とか腰痛など背面の病気の場合、まず足の外踝の後から小指にかけて反応点をさがしてみる。もちろん膝の後側でもよい。それに鍼か灸をする。けっこう効果のあるものである。側面の場合は足の第四指から外踝の前に行く線、前面だったら有名な三里から足の第二、三指に行く線上を探す。特に重大なのは危篤に近い状態、意識不明など「陰」と判断される時は、足の裏から内踝の下、後、および足の母指の後の内面、すなわち普通腎経と脾経といわれる部分を、線にとらわれず反応点をみつけることである。とっさの時に指圧で蘇生させた人さえいるのである」（藤木俊郎『素問医学の世界』積文堂）
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【10本】　綿陽双包山漢墓人体経脈漆俑（前漢・武帝時代ＢＣ141年 - 87年）「経脈に類似した朱漆線は幅１〜１・５mm、左右対称に各九本と背部正中線に一本が上下方向に描かれている。経穴に相当する点はなかった。これらは現在の経絡説でみると背部の正中線が督脈、両側の各九本が手の三陰経と三陽経、および足の三陽経に該当するという。しかし時代が近い馬王堆出土医書では経脈が１１本で、督脈はなかった。しかも当人形には督脈と対をなす任脈がなく、足の三陰経もない。どう理解すべきか。」（真柳誠「前漢時代の墓から出土した黒漆木製人形 −はたして経絡人形か」） 
【11本】　長沙・馬王堆漢墓出土『足臂十一脈灸經』『陰陽十一脈灸經』（字体から年代を推測すると，BC210〜190年） 
【11本】　湖北省江陵県・張家山漢墓出土『陰陽十一脈灸経丙本』 『陰陽脈死侯乙本』 など（馬王堆医書とほぼ同年代）
• 現在の正経十二経脈の手の厥陰心包経が足りない（異説あり）。

• 臓腑名はなく、足の三陰三陽と臂(手)の二陰三陽の十一経

• 『陰陽十一脈灸経』では、肩脈（現在の小腸経）、耳脈（三焦経）、齒脈（大腸経）という治療部位を示す命名がある。

• 二つの灸経の流注は循環しない一方向。『足臂十一脈灸経』は、すべて手足から体幹への求心性、『陰陽十一脈灸経』は、肩脈と太陰脈（現在の脾経）の二本が遠心性を示す。
• 『陰陽十一脈灸経』 臂(手)の少陰脈。前腕で臂両骨の間、尺骨の内縁に起こり、筋肉の下を行き、上腕の内陰に出る。これが動じて起こる病は、心痛、喉が渇いて飲みたがる。これは臂厥である。手の少陰脈が主治する。それによって起こる病は、脇痛。この一病である。

・『足臂十一脈灸経』 臂（手）の少陰脈は，筋の下側を循り、上腕内側下縁に出、腋に出、脇に走る。その病は、脇痛。この病のもの、みな手の少陰脈に灸をすえる。
【12本】『霊枢』経脈篇
　心，手の少陰の脈。心から出て心系に連属し，横隔膜を下って小腸に絡む。その支脈は心系を上がって咽を挟んで目に繋がる。その直系は肺にいき腋下に出て上腕内側を下行し，手の太陰経と手の厥陰経の後面を行き、肘の内側を巡って掌後の小指側の茎状突起から掌に入り，小指内側の端に行き、手の太陽経と接続する。心の是動病は喉が乾く。心が痛み，喉が乾いて飲みたくなる病にかかる。これを臂厥という。心の所生病は目が黄色くなり胸の脇が痛む。腕の内側が痛み掌の中が熱して痛い。これらの症候が盛んなときは瀉し，虚のときは補す。熱のときの鍼は即刺即抜し，寒の時は置鍼する。陥下の時は灸をする。盛んでも虚でもないときはその経を取り，盛んなときは寸口が大きく人迎の倍の倍で，虚のときは寸口は逆に人迎より小さい。
『霊枢』にも『十一脈灸経』と同様の、十一脈・一方向の経脈を記載した「本輸」「陰陽繋日月」「根結」「標本」などの篇がある。
11脈（一方向）から12脈（循環する）への展開によって、中国古代鍼灸の経脉論は完成し、現在に引き継がれる
（1）手の厥陰経を欠く「十一脈」という数は、天六地五の天数に則る。足（地）から頭面（天）に上る１方向の気の流れを軸とする天人合一の経脈論である。
（2）「十一脈」は、蔵府との連繋はほとんどなく、経脈主体の論理である。蔵府との関連が見られる陰経においても、足少陰脈が、肝痛、心痛、煩心に結びつけられるなど、蔵府との緊密な対応関係は考えられていない。
（3）「十一脈」の陽経が病んだ場合は治癒可能だが、陰経が病むと死ぬという認識がうかがわれる。
　　　　　〜〜〜〜〜〜〜〜〜歴史的飛躍〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
（4）『霊枢』経脈の循環する「十二脈」は、蔵府と結びつき蔵府経脈論になった。「十二脈」は１年の月数に対応し、天気は下り、地気は上がる天地の気をモデルに、陽経は下り、陰経は上がる天人合一の経脈論である。
（5）「十二脈」は、六蔵六府に対応し、陰経と蔵、陽経と府が関係づけられたが、手の陽明経が大腸と結びつけられるなど、その図式は完璧とはいえない。
（6）陰陽の気のバランスを診断する人迎脈口診と結びつき、陰陽虚実補瀉の刺法が導入された。陰経が病んだ場合にも治療が可能となった。
『難經』が語る十二脈への過渡期
• 二十五難曰．有十二經．五藏六府十一耳．其一經者．何等經也．

然．一經者．手少陰與心主別脉也．心主與三焦爲表裏．倶有名而無形．故言經有十二也．

• 二十五難に曰く。十二経があって、五臓六腑は十一しかありません。残る一経はどのような経なのでしょうか。そうなのです。この一経は、手の少陰と心主とが別れた脉です。心主と三焦とは表裏をなし、ともに名前はありますが形はありません。ですから経脉には十二あると言います。
〔経脈論の完成〜『内経』の高らかな宣言〕

「故に清陽は天と為り、濁陰は地と為る。地気は上りて雲と為り、天気は下りて雨と為る。雨は地気より出で、雲は天気より出づ。故に清陽は上竅より出で、濁陰は下竅より出づ。清陽は腠理に発し、濁陰は五蔵に走る。清陽は四支を実し、濁陰は六府に帰す」（『素問』陰陽応象大論）。
（注）「河川の水は雲となって上昇し、雲は雨となって下降する。雨は河川となって中国を灌漑する。この繰り返し、即ち水の循環、これがモデルとなって経脈が着想されたのである。その証拠は『素問』『霊枢』の各所に指摘することが出来る。ここに経脈とは、血管と神経の複合体である。」（家本誠一『素問訳注』医道の日本社）
「積陽は天と為り、積陰は地と為る。陰は静、陽は躁なり。陽は生じ、陰は長ず。陽は殺し、陰は蔵す。陽は気を化し、陰は形を成す。（略）清気は下に在れば、則ち飡泄を生じ、濁気は上に在れば、則ち[月に真]脹（しんちょう）を生ず」（『素問』陰陽応象大論）
（注）人体にあっても陽の清気は上、陰の濁気は下にあるべきである
「春夏は〈天〉の陰陽であるから、陽生陰長を主る。秋冬は〈地〉の陰陽であるから陽殺陰藏を主る」（清・張志聡『黄帝内経素問集注』）　
「陽は気を化し、陰は形を成す。」気と形の対応。気は陽であり、形は陰である。陽は積み重なって天になるように、基本的に形がない、目に見えない、働きだけを持っているという意味で気を変化させる性質がある。陰は積みかさなれば地になるように、形あるものを形成する働きを持っている。
「清気は下に在れば、則ち飡泄を生じ、濁気は上に在れば、則ち䐜脹（しんちょう）を生ず。」清気は陽性であるから上に在るべきなのに下にある場合に、飡泄（そんせつ。未消化物の混じった下痢）になる。濁気は重い性質を持っているから下に在るべきなのに上に上がってしまうと、[月に真]脹（しんちょう。顔などが腫れる病気）になる。
〔気の循環の思想〕——終わりて復た始む　
「何をもって天道の円なるを説くや、精気一上一下し、円周複雑として係留するところなし。故に天道は円なりという。……日夜一周するは円道なり。月、二十八宿にやどり、軫（南方の第７宿）と角（東方の第１宿）と属するは、円道なり。物動けば萌し、萌して生じ、生じて長じ、長じて大に、大にして成り、成ればすなわち衰え、衰えればすなわち殺（か）れ、殺（か）るればすなわち藏（かくる）るは円道なり」（『呂氏春秋』円道）
「天地は車輪の如く、終わればまた始まり、極まればまた反り、みな当たらざるなし」（同・大楽）
「終わりて復た始まるは、四時是れなり。死して復た生ずるは、日月是れなり。 声は五に過ぎざるも、五声の変は勝（あ）げて聞くべからざるなり。色は五に過ぎざるも、五色の変は勝げて観るべからざるなり。味は五に過ぎざるも、五味の変は勝げて嘗（な）むべからざるなり。戦いの勢は奇正に過ぎざるも、奇正の変は勝げて窮むべからざるなり。奇正の還りて相生ずること、環（たまき）の端無きが如し。孰（たれ）か善く之れを窮めんや」（『孫子』勢篇）
「人、気を穀に受く。穀、胃に入って以って肺に伝う。五臓六腑皆、気を受
く。其の清めるものは営となし、濁れる者を衛となす。営は脈中に在り、衛は脈外に在り。営周して休まず。五十にして大会す。陰陽相貫き環の端無きが如し」（『霊枢』営衛生会）
「岐伯曰く、五日はこれを候と謂い、三候はこれを気と謂い、六気はこれを時と謂い、四時はこれを歳と謂い、而して各々其の主治に従う。五運相い襲（う）けて皆これを治む。期の日を終わりて、周りて復た始まる。時立ち気布き、環の端無きが如し。候も亦法を同じくす。故に曰く、年の加わる所、気の盛衰、虚實の起こる所を知らざらば、以て工たる可からず」と」（『素問』六節蔵象論）
〔島田隆司先生の解説〕五日を一候とよんでいる、と。三候を合わせると一気（15日）で、六気合わせると一時（90日）、四時で一年（360日）ですね。候というのは、五日ごとに変化がある。月を分けると、十五日づつに節と中となります。例えば春の三月は、正月節、正月中、それから二月節、二月中、三月節、三月中となっている。正月節の三候を、節気として立春とよんでいる。ここから春が始まる。立春の第一候は五日間ですね。。第一候「東風解凍」の特徴は、東から風が吹いてきて朝から張っていた氷が解け始める。第二候は、「蟄虫始振」。今まで土の中にもぐっていた虫が始めてからだを動かしてこようとする。この時はまだからだを振るわして、出ようとするだけで、まだ出てこないですね。で、第三候「魚上氷（うおこおりをいずる）」になると魚が氷の上に上がってくる。氷が解け始めますから、氷の上にぴょっと跳ねるんですね、魚が。というような特徴が第三候にはでてくる。という五日ごとの変化について、各候の特徴がでている。それが、『逸周書』の時訓解っていうところの最初にかいてありますね。『逸周書』というのは周代の記録ですね。この、各十五日間の節気、中気の中に三候ずつあって、それが一年間七十二候、二十四節気、四時（春夏秋冬）、一年が作られていることをここでは言っている。「而して各々其の主治に従う」というのは、それぞれの候、気、時、歳に応じた治療の仕方をしなきゃならない。あるいは、そういう季節の支配に従っていると。五運ってのはね、五行の運行です。五行の運行は木火土金水という相生の関係で一年間の季節をきちんとおさめていく。で、期というのは期日ですね。一つの期間が終わるとまた同じように始まる。それで、四時、四季が成り立ち、十二節気が一年間を支配している。ちょうど、玉の環が、端がないように繰り返していくんだと。したがって「年の加わる所」というのは、その年によって、運気論によると六十周年ごとに変わる甲と子の組み合わせ、甲と戌の組み合わせとかですね、組み合わせによってその年の運気が、変化していくわけですね。それによってその年にある状況が加わって、多すぎてきたり、減ってきたりという変化が出るので、その年の気の盛衰や虚実について、よくその法則を知らないと工となることが出来ない。工は医者のことですね。優れた医者になることが出来ないんですよ。ということで運気について十分に勉強しなさいと言っているわけです。（島田隆司『素問』講座）
〔二十四節気〕中国の戦国時代のころに季節を春夏秋冬の4等区分にするために考案された。1年を12の「節気」と12の「中気」に分類し、季節を表す名前がつけられている。立春・雨水・啓蟄・春分・清明・穀雨・立夏・小満・芒種・夏至・小暑・大暑・立秋・処暑・白露・秋分・寒露・霜降・立冬・小雪・大雪・冬至・小寒・大寒
〔節気〕二十四節気のうち中気を除く12。立春・啓蟄・清明・立夏・芒種・小暑・立秋・白露・寒露・立冬・大雪・小寒
〔中気〕二十四節気のうち節気を除く12。雨水・春分・穀雨・小満・夏至・大暑・処暑・秋分・霜降・小雪・冬至・大寒
〔経脈は天地宇宙の気と共鳴する〕———音楽に合わせて経脈を作った
『経絡学説的真面目』（中医古籍出版、2009）の著者、許進京氏は、経絡は古代の12音階になぞらえて考案された「論理工具」だという。
「『霊枢』経脈篇の記載は、人の臓腑、器官、皮、肉、筋、骨、血脉、毛髪などはすべて母親の胎内で発育したが、経脉は母親の胎内で発育して成ったものではないことを明らかにしている。あわせて『霊枢』経別篇は、十二経は古代医家が六律を勘案して創建したことを指摘している。「六律は陰陽諸経を建てた」というのである。六律とは、中国古代の音楽システムのことで、十二律を省略して述べた言い方である。十二律は六律と六呂を包括し、十二個の音階を表している。合わせて称するときは十二律といい、縮めていうときは六律という。『霊枢』邪客篇は「天に六律あり、人に六府あり」と説き、六府は人体の構成部分であるが、六律は人体の構成部分ではないことを説明している。「陰陽諸経」とは、すなわち十二経である。「陰陽諸経を建てる」過程とは、十二経が無より有に至る過程であることは、はなはだ顕かである」
周代には、音楽に天地宇宙から社会、政治に至る気の乱れを回復する力があると感じられていた。そのような音楽の波動と経脈の波動を重ねて捉えた感覚には、並々ならぬものがある。気の思想の誕生と音楽との関係は、もっと吟味されてよい。
五蔵六府と大地の河川は繋がる
「黄帝、岐伯に問いて曰く。経脈十二は、外は十二経水に合して、内は五蔵六府に属す。それ十二経水は、それ大小深浅広狹遠近ありて各おの同じからず。五蔵六府の高下小大、穀を受くるの多少もまた等しからず。相い応じること奈何（いかん）。それ経水は、水を受けてこれを行（めぐ）らす。五蔵は神・気・魂・魄を合してこれを蔵す。六府は穀を受けてこれを行らし、（穀の）気を受けてこれを揚（あ）ぐ。経脈は血を受けてこれを營す。凡（およそ）、この五蔵六府、十二経水は（繋がっていて）、外に源泉ありて内に稟（う）くる所あり。これ皆内外相い貫きて、環の端（はし）なきが如し。人の経もまた然り。ゆえに天を陽となし、地を陰となす。腰以上を陽となし、腰以下を陰となす」（『霊枢』経水篇）
経脈は経穴から気を発する
「足太陽脈、気を発するところのもの、七十八穴...足少陽脈、気を発する所のもの、六十二穴……」（『素問』気府論）
経脈は血管でもあり血管であるだけでもない
『霊枢』經脉第十の篇に「経脈十二なるものは、分肉之間を伏行し、深くして見えず。諸脈の浮きて常に見えるものは皆絡脉なり」（『霊枢』経脈）
「経脈を裏となし、支（わか）れて横するものを絡となし、絡の別るるものを孫となす」（『霊枢』脈度）　「経脈」「絡」「孫(絡)」と順に細くなる血管を指している？
「人に精・気・津・液・血・脈ありと聞くも、余（＝黄帝）、意（こころみ）に以爲（おも）えらく一気のみ、と。今すなわち弁（わかち）て六名となす。…何をか脈という。.岐伯曰く。営気を壅遏（ようあつ）して、避くるところなからしむるを、これ脈と謂う(営気が勝手気ままにめぐらないよう堤防のように制約するものを脈という)」（『霊枢』決気）
ここでは、「脈」 は「気」の一種で、「営気」に方向性をもたせる機能を持っていると捉えられている。
〔一方向の流注と循環の流注〜２つの天人合一〕　
日本の経絡治療は、五兪穴理論（井・滎・兪・経・合）、十一脈、五藏六府説である（心経は使わない）。五兪穴の流注は、井穴から合穴へ、手足の末端から体内へと一方向に流れる。背後には天地宇宙の気が井穴から入るという天人合一思想がある。
「いずる所を井となし、溜る所を滎となし、注ぐ所を兪となし、行るところを経となし、入る所を合となす」（『霊枢』九針十二原）
『霊枢』経脈の十二経循環論は、天地と同様に体内の気も循環しているという天人合一思想に基づく。一方向の流注と循環する流注は、矛盾することなく、天地宇宙の気を受け入れ、その後、体内を循環するという関係にある。
十二経脈循環の構造　（赵京生著『針灸経典理論闡釈(修訂本)』上海中医葯大学）
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　十二経脈循環説は、天地宇宙の気は、陰陽に分かれ上下に循環するという先秦、漢代の「黄帝思想」によって構成されている。陰経は太陰、少陰、厥陰、陽経は陽明、太陽、少陽と、それぞれ陰気、陽気の多い順に配列され、太陰＝陽明、少陰＝太陽、厥陰＝少陽が手足４経でワンセットに調えられている。臨床的事実を含みながらも、それとは一致しない哲学的要素がある。
現代中国の新科学的経脈研究
　人体をいくら解剖しても神経、血管、リンパ管など既知の組織、器官しか見つからず、経脈には固有の実体はないというのが世界の研究者の共通見解だが、それでも、中国の経脈研究は続けられている。北京市第六医院の中医師、李定忠氏は、「経脈の実体を探るために量子論を適用する」研究をしている。李氏は、日本の長浜善夫、丸山昌朗による経絡敏感人の報告『経絡の研究』（1950）に刺激を受け、1960〜70年代に中国全土で展開された循経感伝現象の探究に加わって以来の経脈研究家である。
　李氏は言う。「過去50年の解剖学的実体を探る研究は成功しなかったが、電気、磁気、音波、ラジオアイソトープ、イオンなどを使ったわれわれの実験研究は、経脈は存在するというエビデンスを確立した。経脈は波動としての側面と粒子としての側面の二重構造になっていることが分かった」
　量子力学は、原子や電子、光は波動と同時に粒子であることを発見し、この量子の特殊な状態を〈量子状態〉と名付けた。量子状態においては、すべての量子は環境と統一され、一個の量子の変化は同じ場に存在する量子の全体に及ぶとされている。李氏は言う。「古代の経脈理論においても、量子状態と同様、すべての経脈は繋がり、環境と統合されている。経脈の一個所への刺激情報はただちに全体に伝わる。経脈を量子状態として研究することによって、中国医学と現代医学は有機的に結合し、生命科学の発展を推進することができる」
　真の鍼灸科学化のために量子力学にも期待していた柳谷素霊は、この研究を評価するだろうか。
【経脈（経絡）は何をしているのか〜その生理＝病理＝治療的側面】

1 経脈は、天地宇宙と人体とをつなぐ気の回路である。体外の自然の気、宇宙の気を、体表を通して体内にもたらし、体内を循環して気血を巡らし臓腑諸器官を栄養して陰陽・五行の調和をはかり、外邪から身体を防衛する。
2 体外の自然の気を邪気として体表、体内に伝搬する回路となり、病状を反映する。

3 病変をきたした身体の診断・治療のための指標となり、場所となる。鍼灸の刺激、情報を伝達し、臓腑の虚実を調整する自然治癒力の賦活の回路となる。

◎経脈の生理的側面、病理的側面、治療的側面は切り離せず、一体である。
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